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���　６月22日（月）午前10
時～正午　���　ウィザス
あしや　���　子育て中の
親（祖父母も）と子ども（２歳
以上就学前の幼児）　���
��　先着８人（１人300円）
■����　電話、窓口へ
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���　６月１日～12日・午前９時～
　　　　午後５時30分（日曜日除く）　
���　ウィザスあしや
���　日本女性学習財　
　　　　団から提供され　
　　　　たパネルを展示
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���　６月６日（土）、12日・19日・
26日（金）午後１時～４時　���　
夫婦・家族関係、心の悩みなど
�������	
��
�������
���　６月３日・17日（水）午後１
時～４時　���　夫や親しい関係
にある男性からの暴力（DV） �������	
��
�������������
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���　６月13日（土）
　　　　午後１時30分～２時40分　
���　体育館・青少年センター大会議室
���　クラブ運営者・スポーツ指導者・選
　　　　手、また演目に興味のあるかた　
���　熱中症対策を中心とした安全講習
���　関西労災病院整形外科副部長・
　　　　　　　　　　　　　　前  達雄氏
���　先着100人　����　500円
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　普段は、有料のため、自由に使用してい
ただけませんが、次の日程で無料開放し
ます。遠足等でもご活用ください。また、
イベントおよび天候等により、変更する
場合があります。ご了承ください。
���　６月25日・７月23日・８月27日・
　　　　11月26日（木）午前10時～午後３時
　　　　※雨天の場合は中止になります。
　　　　　ご了承ください。
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���　８月16日（日）午後２時
～４時（午後1 時30分開場）　��
��ルナ・ホール　���　原 
幹恵（シンデレラ）／水沢アキ
（魔法使い）／滝川英治（王子）ほか　����　一般3,000円、中学生
以下1,500円※当日500円増し　�������	　市民センター事
務所・グリル業平・市役所売店・ローソンチケット（Ｌコード55352 ）
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本
市
で
は
、
す
べ
て
の
人
が
互
い
に
人

権
を
尊
重
し
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、

そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
な
お
男
女
の
性
別
に
よ
る
、

固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
を
背
景
と
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

男
女
が
、
そ
の
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
男
女
共

同
参
画
を
さ
ら
に
推
進
す
る
よ
う
、
平
成

二
十
一
年
四
月
一
日
に「
芦
屋
市
男
女
共

同
参
画
推
進
条
例
」を
施
行
し
ま
し
た
。
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男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
意
識
が
深
く
か
か

わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
と
市
民
・
事

業
者
等
の
皆
さ
ん
と
が
そ
れ
ぞ
れ
協
働
し

な
が
ら
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
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男
女
共
同
参
画
を
進
め
て
い
く
た
め
の

基
本
的
な
考
え
方
を
、
六
項
目
に
わ
た
り

定
め
て
い
ま
す
。

　

第
一
号
で
は
「
男
女
の
人
権
の
尊
重
」

に
つ
い
て
、
明
ら
か
な
人
権
侵
害
で
あ
る

差
別
的
取
り
扱
い
や
暴
力
を
な
く
し
、
男

女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

の
男
女
が
、
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
こ

と
を
基
本
理
念
の
第
一
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
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男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
施
策

を
総
合
的
に
策
定
・
実
施
す
る
こ
と
、ま
た
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講

ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
、市
の
責
務
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。
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男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
効
あ
る
も
の

に
す
る
た
め
に
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
理

解
や
、事
業
者
等
の
皆
さ
ん
の
参
加
・
協
力

が
必
要
で
す
。市
だ
け
で
は
な
く
、市
と
市

民
の
皆
さ
ん
、事
業
者
等
の
皆
さ
ん
と
の

協
働
に
よ
る
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。
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性
別
に
よ
る
差
別
的
取
り
扱
い
や
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
、そ
の
他
性
別
に
よ
る

人
権
侵
害
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
、
規

定
し
て
い
ま
す
。
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男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
の
基

本
と
な
る
、
本
市
の
行
動
計
画
策
定
の
根

拠
に
つ
い
て
の
規
定
や
、
市
が
行
う
施
策

の
策
定
と
そ
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
男

女
共
同
参
画
の
推
進
に
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
が
実
施
す
る
男
女
共
同
参
画

推
進
施
策
等
に
対
す
る
苦
情
や
提
案
を
申

し
出
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
て
い
ま
す
。
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　わたしたちの誰もが、学び、知っている「日本国憲法」
には、すべての人は、個人として尊重され、その尊厳と
基本的人権において平等である、とうたわれています。
　これと同じ理想を掲げて、いま、その推進が国際的に
展開されている「男女共同参画社会」の実現に、わたし
たちのまち芦屋市も、国や兵庫県とともに取り組んで
います。
　誰もが、性別にかかわりなく社会の対等な構成員と
して、その個性と能力を発揮し、家庭、職場、学校、地域
その他あらゆる分野に参画できるとともに均等に責任
を担い、しあわせを分かち合う、この「男女共同参画社
会」を実現することは、わたしたち芦屋市民の願いです。
　阪神・淡路大震災において、わたしたちは、老若男女
関係なく、お互いが助け合い、支えあうことのすばらし
さを体験しました。このあらゆる市民の参画と協働が、
地域の社会・文化づくりに大きな力となったことから、
今後、男女共同参画の一層の推進が必要であることを
知り、それが、これからの社会やまちの様々な問題解決
への道を拓くことを学びました。
　わたしたちは、市、市民及び事業者等の協働の下、市
民の一人一人が活き活きとゆたかに生活できる未来の
あるまちとして、国際文化住宅都市芦屋に、「男女共同
参画社会」の実現を決意し、ここに、この条例を制定し
ます。
����

　第１条　この条例は、男女共同参画の推進に関し基
本理念を定め、市、市民及び事業者等の責務を明らかに
するとともに、男女共同参画の推進に関する市の施策
の基本的事項を定めることにより、男女共同参画の推
進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって
男女共同参画社会を実現することを目的とする。

� � � � � � � 	 
 � � 
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　第３条　男女共同参画は、次に掲げる基本理念に基
づき、推進されなければならない。
�男女の個人としての尊厳が重んじられること、男女
　が直接的又は間接的であるかを問わず、性別による
　差別的取扱いを受けないこと、男女が個人として能
　力を発揮する機会が確保されることその他の男女の
　人権が尊重されることを旨とすること。
�男女が、性別による固定的な役割分担意識に基づい
　た社会の様々な制度、又は慣行によってその活動が
　制限されることなく、自らの意思において多様な生
　き方を選択することができるように配慮すること。
�男女が、社会の対等な構成員として、様々な政策又
　は方針の立案及び決定に、共同して参画する機会が
　確保されること。
�家族を構成する男女が、相互の協力と社会の支援の
　下に、家庭生活における活動と、職場、学校、地域その
　他の社会生活における活動を両立して行うことがで
　きるようにすること。
�男女共同参画の推進は、国際社会における取組と密
　接な関係を有していることにかんがみ、国際的な理
　解と協調の下に行われること。
�男女が、互いの性を尊重するとともに、その身体に
　ついての理解を深め、生涯にわたり共に健康な生活
　を営むことができるように配慮すること。

※条例の全文は、男女共同参画センター（ウィザスあし
　や）ホームページで、ご覧いただけます。
　（ � http://www.city.ashiya.hyogo.jp/women/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　sesaku.html）
※条例本文は、原文のままで掲載しています。

�����　６月25日（木）午後２時開演（１時30分開場）
�����　ルナ・ホール　
�����　サチ・パーカー、高橋真悠、りょう、大森
　　　　　　南朋、高橋克美、木村祐一
�����　先着650人（要整理券）
�����　２歳以上就学前幼児20人（１人300円）
�����　６月18日（木）までに、往復はがきか窓口で、
　　　　　　住所・氏名・電話（ファクス）番号・参加希望
　　　　　　人数（１枚で２人まで）を記入、一時保育の
　　　　　　希望者は子どもの名前・生年月日を下記へ
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�������　うんじゃ隊の心
 ������　オープンガーデン2009
 �������　市立芦屋病院“地域医療の再生”を目指して
 � � � � �　第３回 仲ノ池自然観察会
　　　　　　　　第47回 あしや山まつり
��������　兵庫県知事選挙
�����������　芦屋うるわし　博物館の底力
�� � � � �　救急救命士にきく
　　　　　　　　　　知っておきたい 救急の知識
�������　緑保育所「♪おおきな うた」
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① 8 :30
②12:00
③16:00
④19:00
⑤22:30
�
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���　６月６日（土）
午後２時～３時30分
���　市民センター 
401室　�����胃
がん・大腸がんの治療
～内視鏡を活用して～
���　芦屋病院内科
主任医長・竹村忠晴氏
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　今年60周年を迎える芦屋観光協会では、記念事業
の一環として、観光協会にふさわしいシンボルマー
クを作成します。シンボルマークのデザインを募集
しますので、奮ってご応募ください。
�����　６月５日～30日　���　市内在住・
在勤のかた。年齢不問　���　Ａ４用紙に手書き
プリント等自由（１枚に１点。未発表作品で、１人３
点まで）。採用された作品（１点）には、30,000円進呈。
�����　作品の裏面に、住所・氏名・年齢・電話
番号を記入し、期間中＜必着＞で下記へ郵送����　200円　�����　直接会場へ
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　市の窓口を利用した感想として、87.5％ のかたが「満足」の意を示されました。
ただし、「手続きが面倒だった」「言葉が通じなかった」という不満は前回調査より
増えています。一方、「職員が不親切だった」という不満は減少しました。
　わかりやすくした方がよい“案内標識”として、「電車・バス
などの交通機関の案内標識」、「市役所や図書館などの公共施
設の案内標識」、「道路の案内標識」が、上位にあがりました。
　また、「参加してみたい市の住民サービス活動」は、前回調査に比べ全体的に参加
意向が低下しています。それとは逆に、「社会福祉・翻訳・通訳などのボランティア
活動」「水害や火事などに備えるための防災活動」については増加傾向でした。
　さらに、「文化・芸術活動などのイベント」・「スポーツ活動などのイベント」は、
国籍に関わらず参加意向が高い結果となっています。
　一方で、「芦屋市ガイドマップ」・「広報紙ニューズレター」などの、外国語による
情報提供および国民健康保険・乳幼児健診・国民年金など、在住外国人のかたも利用
できるサービスの認知度が、全体的に非常に低い結果となっています。
　「日本で知りたい情報」を前回調査時と比較すると、「新しい仕事につくなど就職に
関すること」が12.4％→17.7％、「水害や火事など防災に関すること」が9.8％→15.1％、
「子どもの教育に関すること」が19.9％→23.2％と増加しており、《日常生活に関わる
具体的な情報》が必要とされていることが分かります。

���������
　市の施設の利用については、「図書館」が最も利用度が高く、全く利用経験がないか
たが３割強を占めているという結果になりました。利用するにあたって、「申し込み
方法をわかりやすくしてほしい」・「使用料をもっと安くしてほしい」・「施設の場所を
もっとわかりやすくしてほしい」という要望が上位にあがりました。また、その他の
意見として、「英語の図書を増やしてほしい」という声がありました。
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　本市に対するイメージとしては、前回調査と同様に「やすらぎ、くつろぎがある」を
あげる人が最も多くありました。
　以下、「しゃれている」や「国際性がある」といった印象が、強くなっています。
　本市の“住みやすさ”の評価としては、85.1％のかたが「住み
やすい」と評価されています。
　その主な理由として、「通勤・通学に便利」、「買い物などが便利」
があげられましたが、いずれも前回調査よりは減少しています。
　また、“住みにくい”理由としては、「物価や住居費が高い」が大半
（84.3％）を占めています。
　買い物については、“住みやすい”点としてあげたかたがいる一方、「買い物などが
不便」で“住みにくい”と感じているかたも、ほぼ同数いました。
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　日常の使用言語については、前回調査と比べ、日本語使用者が大
幅に増える一方で（48.9％→81.3％）、中国語や韓国・朝鮮語の使用者
も約３倍に増加し、英語使用者もやや増加しています。
　また、日本生まれでなく在住年数も短いかたは、日本語使用率が
低く、スペイン語・ポルトガル語・ドイツ語・インドネシア語・タガロ
グ語・タイ語・ネパール語など、さまざまな言語を使用しています。

　日本語能力について国籍別に見ると、東南アジアおよび西・南アジア、中近東の
かたを除いて６割以上のかたが“日常生活に不便がない程度”の「聴く」能力がありま
す。　また、国籍に関わらず７割以上のかたが“日常生活に不便がない程度”に「話す」
ことができますが、「読む」・「書く」ことについては、韓国・朝鮮、中国および中南米の
かたを除いて半数以上のかたが、日常生活に不便をきたしている状況です。

���������
　日常生活上の不便点や困っていることについては、「住まいや近所の自然環境」お
よび「住宅のこと」の割合は前回調査と比べ大幅に減っていますが、「外国人である
ことを理由に入居を断られた」・「保証人が見つからない」と回答したかたが約１割
存在しており、住宅確保に不便があることが分かります。
　一方、「仕事のこと」・「病院・診療所のこと」・「ごみの収集など身近な生活のこと」な
どを、不便点としてあげるかたが増えています。仕事については、「外国人であるこ
とを理由に採用を断られた」経験を持つかたが15.4％と最も多くなっています。
　医療サービスに関しては、“満足派”が約７割ですが、「医療費が高い」・「どこの病院
に行けばよいかわからない」という不満が前回調査時より倍以上に増えています。　
　また「診察までの待ち時間が長い」というご意見は、前回調査より約２割減りまし
たが、それでも半数以上のかたが不満を持っています。
　日本人に理解して欲しいこととして、「外国人が日本で生活することの困難さ」を
あげるかたが最も多く、以下「自分の母国の文化や習慣」・「日本人への対応と外国人
への対応の違いが大きいこと」が続きました。
　「その他」の意見として、「選挙権がないこと」・「日本に住んでいる外国人は多いと
いうこと」・「差別や偏見が多いこと」などがあがりました。
　日常のつきあいの相手は、日本人が56.5％と過半数を占めていますが、そのつき
あい程度は、前回調査と比較して「あいさつをする程度」（65.2％）・「立ち話をする程
度」（40.7％）が増え、逆に「お茶や食事に招いたり、招かれたりする」ような親密なつ
きあいは減り、つきあいの親密度が薄れてきているようです。
　また、110番や119番の緊急の連絡先については、全体の
約９割が「知っている」と回答し、前回調査より認知度は
高くなりました。ただし、在住年数が短いかたの認知度は
低く、救急車の呼び方について、知らないかたもいます。
　 35.0％のご家庭が災害への備えをまったくしていない
という結果でしたが、それでも前回の調査時（48.5％）よ
りは改善しています。
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　小･中学生がいるご家庭の61.9％で、お子さん全員が日本の学校に通っています。
　その理由として、「日本語や日本の習慣を覚えさせるため」が最も多く、前回調査
より増えています。一方、外国人学校を選んだ理由としては、「母（国）語や母国の習
慣を忘れないため」が多いものの、前回調査より減少し、「本人（子ども）の希望」や
「日本人以外の友人ができる」と回答した割合が増加しています。


